[bookmark: _Hlk93087218]法律実務家のためのWordの友

●　Wordの友
[bookmark: _Hlk122461925]　　「Wordの友」は，Wordの画面右にコントロール・パネルを配置し，法律（裁判）文書の作成に役立つ多機能ボタンを備えつけたものです。Wordの機能を拡張し，文書作成，編集，計算，データ活用等を容易にし，法律実務家の情報処理力，文書作成力をパワーアップします。

　　「Wordの友」では，実務で繰り返しよく使われる短文や定型句等を書式付きで文例庫に多数登録し，これをそのままWord文の任意の箇所に挿入して，簡単に文章作成に利用することができます。また，ボタンをクリックするだけで，訴状や判決書等の書式設定ができ，当事者目録等を均等割り付けして自動作成したり，本文を第１，１，(1)，アの順で一括してインデントを設定して自動整形したりするなどの機能を備えています。
　　文中の漢数字を算用数字に，カタカナ文をひらがな文に，読点（、）を「，」になど，簡単に文字変換を実現することもできます。望む結果が得られなければ，「元に戻す」ボタンでやり直しも可能です。
　　さらに，カレンダー表示から任意の年月日を簡単に記入でき，入力済みの年月日から年齢や経過日数を求めることもできますし，Word上の加減乗除等の数式計算もでき，また，判決主文形式の文章は，これをなぞって（範囲指定して）ボタンをクリックすれば，その計算結果を得ることもできます。
　　印刷機能では，紙資源節減を考慮してＡ４縦２ページ分をＡ４横１枚に２分の１縮小表示したり，隠し文字機能を使って印刷したりすることもできます。

　以下の例文を利用して（範囲指定するなどして），編集関係の操作パネルを操作し，いろいろ試してみましょう。

【例文】
　該当箇所を範囲指定（選択）してから，操作パネルの所定ボタンをクリックして，試してみてください。

●訴状，判決書等の「当事者の表示」を自動整形
東京都荒川区三ノ輪橋１２３－１
原告　春名恭子
原告訴訟代理人弁護士　山田一郎
東京都新宿区西早稲田４５－２
被告　橋本春樹
被告訴訟代理人弁護士　川北良子

●訴状，判決書等の「請求の趣旨，原因」（本文）を自動整形
第１　請求の趣旨
１　被告は，原告に対し，１５０万円及びこれに対する平成２４年４月１日から支払済みまでは年５分の割合による金員を支払え。
２　訴訟費用は，被告の負担とする。
との判決及び仮執行宣言を求める。
第２　請求の原因
１　原告は，被告に対し，平成２３年1２月１０日，１５０万円を次の約定で貸し付けた。
（１）　弁済期　　　平成２４年３月３１日
（２）　利　息　　　年１２％
（３）　遅延損害金　年１５％
２　よって，原告は，被告に対し，上記消費貸借契約に基づき，元金１５０万円並びにこれに対する平成２４年３月３１日まで年１２％の割合による利息及び同年４月１日から支払済みまで年１５％の割合による遅延損害金の各支払いを求める。

●判例（縦書き）の漢数字を算用数字に変換
　最高裁判例（最二小判昭和４８．１２．１４ 民集第27巻11号1586頁）
「民法一四五条の規定により消滅時効を援用しうる者は、権利の消滅により直接利益を受ける者に限定されると解すべきであるところ（最高裁判所昭和三九年（オ）第五二三号、第五二四号同四二年一〇月二七日第二小法廷判決・民集二一巻八号二一一〇頁参照）、抵当権が設定され、かつその登記の存する不動産の譲渡を受けた第三者は、当該抵当権の被担保債権が消滅すれば抵当権の消滅を主張しうる関係にあるから、抵当債権の消滅により直接利益を受ける者にあたると解するのが相当であり、これと見解を異にする大審院明治四二年（オ）第三七九号同四三年一月二五日判決・民録一六輯一巻二二頁の判例は変更すべきものである。」

●法令条文の漢数字を算用数字に変換
（留置権等の規定の準用） 
第三百七十二条 　第二百九十六条、第三百四条及び第三百五十一条の規定は、抵当権について準用する。
（保佐の事務及び保佐人の任務の終了等） 
第八百七十六条の五 　保佐人は、保佐の事務を行うに当たっては、被保佐人の意思を尊重し、かつ、その心身の状態及び生活の状況に配慮しなければならない。 
２ 　第六百四十四条、第八百五十九条の二、第八百五十九条の三、第八百六十一条第二項、第八百六十二条及び第八百六十三条の規定は保佐の事務について、第八百二十四条ただし書の規定は保佐人が前条第一項の代理権を付与する旨の審判に基づき被保佐人を代表する場合について準用する。 
３ 　第六百五十四条、第六百五十五条、第八百七十条、第八百七十一条及び第八百七十三条の規定は保佐人の任務が終了した場合について、第八百三十二条の規定は保佐人又は保佐監督人と被保佐人との間において保佐に関して生じた債権について準用する。

●カタカナをひらがなに変換
　大審院判例（大判大正元．１２．２７ 民録18輯1114頁）
「民法第三百七十六条ハ抵当権ノ処分ヲ以テ対抗セラルル者ヲ制限的ニ列挙シタル趣旨ナレハ同条ニ主タル債務者ノ外保証人ヲ指定シアルヲ援用シテ同第四百六十七条第二項ノ債務者以外ノ第三者中ニ保証人ヲ包含スルモノト論断スルコトヲ得ス」

●漢数字表記を算用数字に，算用数字を漢数字に，全角数字を半角数字に変換
三八七万七九〇〇円×二・七二三二×一一〇・五
三六七万五四三一円　　百二十三万五千二
昭和３２年４月３日　　平成２５年４月１４日
昭和５２年２月２９日午前８時３０分
１２万２３４５円　　１０２万５１００円
３００００１円＋２１００００円＋５４６７８００円
298286*0.2*22/365
12.46221034254*(1-0.4)*3000000

●半角英字を全角英字に，全角小文字に変換
A word is enough to the wise. 
A bad workman always blames his tools. 
There is no royal road to learning.
Knowledge is power.
You never know what you can do till you try.

●裁判所外字を通常読める字に変換
（「裁判所外字」がセットされていない場合，=の前は・で，表示されない。）
=(1):=(2):=(3):=(4):=(5):=(6):=(7):=(8):=(9):=(10)
=(ｱ):=(ｲ):=(ｳ):=(ｴ):=(ｵ):=(ｶ):=(ｷ):=(ｸ):=(ｹ):=(ｺ)
=(a):=(b):=(c):=(d):=(e):=(f):=(g):=(h):=(i):=(j)
=(ｲ):=(ﾛ):=(ﾊ):=(手ﾊ):=(ﾜ):=(手ﾜ):=(ﾖ):=(ﾀ):=(ﾚ)
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